


記録をとる ‘note’ と、結ぶという ‘knot’ を組み合わせた造語 ‘knoto’ に、たくさんのつながりが生まれることを願い、複数形で『knot(e)s - ノー

ツ』と名付けました。スタッフと利用者が分け隔てなく書き込み合うノート(note)のような存在を目指し、『まち、学び、交流』とあなたを結ぶ

(knot)ものとなることを願っています。

とは？

枚方市立市駅前図書館の図書館員が毎回異なるテーマで厳選した本をご紹介するコーナーです。こちらの

本は枚方市内の図書館に所蔵されていますのでぜひお立ち寄りください。知らなかった本と出会い、あた

らしい自分に出会う、そんな1冊と出会う機会になればと願います。

図書館スタッフ

ぱたぽん さん

「窓」
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「今日も世界のどこかで新しい朝がはじまる」

山のふもとの田舎町、ビルがそびえる大都会、青い海が一望できる海

辺の町、それぞれの場所でそれぞれに迎える新しい朝は、どれも清々

しく希望に満ち溢れています。朝起きて窓を開けると、見慣れた風景

がそこにある。そんな当たり前の日常の尊さを静かに感じさせてく

れる絵本です。

タイトル ｜あさになったのでまどをあけますよ

著 ｜荒井 良二

出版社 ｜偕成社

ポイ活にハマっています。

「教えて！ライブラリアン」のお悩み募集は、Instagram のストーリーズ／ハイライト機能にて受け付けております。

QUESTION

50代 マンデリン さん 図書館スタッフ

「こんなとき、どんな本を読めばいいの？」そんな疑問やお悩みに、図書館スタッフがお応えする

コーナーです。日常のちょっとしたモヤモヤや気になるテーマに、本を通してアドバイス。あな

たの気分にぴったりの1冊、見つかるかもしれません。

ANSWER

Answer Book
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もう春だね〜とか、夏やわーとか、季節の

変わり目が話題の中心になったり、気付

いたきっかけを話したくなります。誰か

に先に気付かれると、そういえば！と、自

分もわざわざ気付きを探してしまう（笑）

皆さんどんな気付きや変化で季節の移ろ

いを感じとるのでしょうか？そして感じ

たことを共感したくなるのはどうしてな

んでしょう？

ー今のお仕事を選ばれた理由をお聞かせ

いただけますか？

幼い頃から音楽に親しむ中で、自然とこ

の道を志すようになりました。音楽を通

して人とつながることができる点に大き

な魅力を感じています。自身の演奏を通

して、聴いてくださる方の記憶に残るひ

とときや、音楽の素晴らしさを届けられ

たらと思っております。

一活動する中で、大切にしている信念や

こだわりがあれば教えてください。

演奏する場や聴いてくださる方に合わせ

て、選曲やトークを工夫することを大切

にしています。聴いてくださる方の年齢

層やその場の雰囲気によって、音楽の伝

わり 方 が大きく異なると感じているた

め、その場にふさわしい形で音楽を届け

られるよう心がけています。

ー奥洞さんはどのようにして新しい技術

や視点を学び続けていますか？

学 び に 終 わ り は な い と 感 じ て い ま す。

日々の練習や本番での経験に加えて、他

の演奏家の方の演奏を聴いたり、新しい

作品に触れることで、学びを深めていま

す。また、美術館に行ったり自然の景色を

見ることも好きで、そうした体験も自分

の感性を広げてくれていると感じていま

す。先生や友人との会話から新しい視点

を得ることも多く、日常の中にも多くの

学びがあると感じています。

ーこれまで活動されてきた中で、さまざ

まな交流を経験されたと思いますが、そ

の中で特に「難しい」と 感じた交流の場面

はありましたか？また、そのような状況

でどのように対処されましたか？

音楽は言葉にしにくい表現も多いため、

自分の感じていることをどのように相手

と共有するかという点に難しさを感じた

ことがあります。そのような場面では、言

葉だけでなく音やニュアンスも大切にし

ながら、丁寧に伝えることを意識してき

ました。交流を通して、表現の幅が広がっ

ていくことを実感しています。

ー今後挑戦したいことや目標、夢をお聞

かせいただけますか？

9 月よりハンガリーのリスト音楽院への

留学を予定しており、新しい環境の中で

音楽への理解をさらに深めたいと考えて

います。異なる文化や価値観に触れるこ

とで、自分の表現の幅を広げ、より豊かな

音楽を届けられる演奏家になることが目

標です。将来的には、自身のピアノ教室や

アウトリーチなどの活動を通して、地域

に貢献していきたいと考えています。

ー最後に、おすすめの本を教えていただ

けますか？

音楽に向き合う様々な人物の姿が描かれ

ており、それぞれの価値観や葛藤が丁寧

に表現されています。演奏する側として

共感できる部分も多く、音楽の本質や向

き合い方について改めて考えさせられる

一冊です。

ー奥洞さん、ありがとうございました。

最近は 4 月に 25℃を超える夏日もあり、季

節感が揺らぎがちですが、日本には本来「四

季」があり、暮らしや文化とも深く結びつい

てきました。「立春」や「春分」などの「二十四

節気」は、季節の移ろいを知る昔からの知恵

です。「もう夏みたい」「風が変わったね」と、

つい季節の話をしたくなるのは、同じ空気

や風景を共有したいからかもしれません。

平安時代には和歌に季語を詠み込み、季節

を感じ取る感性が大切にされていました。

スマホの画面ばかり見ていると、小さな

変化を見落としてしまうこともあります。

空を見上げ、風を感じ、季節の移ろいを誰か

と共有できるのは素敵なことですね。
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センターコンサート「ピアノで奏でる水彩画」

 
ピアニスト

奥洞 ありさ　おくほら・ありさ

ここでは、さまざまな分野で活躍するプロフェッショナルへのインタビューを通して、

新しい視点や日々の悩み、課題解決のヒントになるような内容をお届けします。

生涯学習に触れ、動きだす、まだ知らない新しい自分に出会えるかも！

枚方市出身、山之上小学校卒業。枚方市アーティス

トバンク登録アーティスト。同志社女子大学音楽

学科を経て、愛知県立芸術大学大学院修了。数々の

コンクールで第1位・入賞を果たす。現在は国内外

のマスタークラスで研鑽を重ねるほか、地元・枚方

での演奏活動にも力を注いでいる。フレッシュで

色彩豊かな演奏が魅力のピアニスト。


